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4．クモ状血管拡張　spider telangiectasia

同義語：クモ状血管腫（vascular spider，spider nevus，spider

angioma）

中央に直径数 mm までの赤色丘疹があり，その周囲に放射
状に毛細血管の拡張を認め，クモが長い足を広げたような外観
を呈する（図 21.51，図 3.32 参照）．顔面，頸部，肩，胸，上
肢に好発する．妊娠時や肝機能障害時などにエストロゲン上昇
を基礎として出現することがある．健常人でも約 15％で認め
られる．皮疹は硝子圧法にて消退．色素レーザー療法が有効．
妊婦や小児でみられるものは自然消失する．

5．リンパ管奇形　lymphatic malformation

同義語：リンパ管腫（lymphangioma）

● リンパ管の形成異常により生じた，リンパ管の過形成と拡張
による良性の病変．

● 1 〜 2 mm 大の小水疱が集まり，ときに水疱内出血を起こし
て紅色〜黒色丘疹となる．

● 治療は外科的切除．
● 乳癌や子宮癌などの手術後，腋窩もしくは鼠

そ

径
けい

部などに生じ
るものはリンパ管拡張症（後天性リンパ管腫）と呼ばれる．

図 21.49　静脈奇形（venous malformation）
左胸部に浸潤を伴う腫瘤を認める．深部の血管にも異常を
きたす． 図 21.50　静脈湖（venous lake）

図 21.51　クモ状血管拡張（spider telangiectasia）
クモの巣のように毛細血管が拡張している．

図21.52①　リンパ管奇形（lymphatic malformation）
限局性リンパ管腫．
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